原爆稲について
文責　山崎誠事務所　稲垣栞

このたびは私達の活動に注目をしていただき、誠にありがとうございます。私達は人々に原爆稲を知ってほしい、原爆稲を通して祝島を知ってほしいとの思いから、こうした活動をしています。この機会を通して私達は皆様に、多くの方にこの活動を知らせていただきたいと考えています。その際に私達の調査内容が少しでも役に立てればと思い、こうした文章を書かせていただきました。参考にしていただければと思います。

私達が原爆稲に注目したのは、祝島という島が原子力発電の建設による影響を受けつつあることを知ったためです。福島の原発事故は皆様の記憶に新しい出来事だと思います。原子力というのはエネルギーをたくさん供給できるというプラスの面を持つ反面、海水の温度を上げ海の生態系に悪影響を及ぼし、また時には今回の事件のように莫大な被害を与え得るものです。そのようなプラスにもマイナスにも大きな影響を持つ原子力を扱う原発が自分の家の近くに出来たならば、皆様はどう思いますか？祝島の人々は今その場面に直面しています。原発が近くにあるというのは、「もしかしたら福島、チェルノブイリの事故のようなことが起きるのではないか」など、極端な被害までも考えてしまうものだと思います。その被害を漠然とした想像や感情にとどめず、可視化したものが原爆稲であると私達は考えます
。この原爆稲は極端な例ではありますが、原爆稲の影響を受けたものの一例であることに変わりはありません。福島を含めたこれまでの原子力による事故の苦しみや悲しみは決して忘れられない、忘れてはならないものです。この原爆稲がその苦しみ、悲しみといった人々の思いを風化させない役目も果たすと私達は考えます。
そうして可視化したものを人々が見ることで、改めて原子力の威力というものを理解してもらえると私達は考えています。この原爆稲が今後の原子力の使い方や日本のエネルギー政策について考えるきっかけとなってほしいのです。人々は現在原子力と今後どのように向き合っていくべきかを考える局面を迎えています。その議論は結論をすぐに出せる話ではなく難しい問題です。その問題の新たな切り口として、極端な例ではありますが原子力の脅威の可視化である「原爆稲」を入れることで人々に参考にしていただきたいのです。

また、議論の結論をいち早く出し行動にうつした祝島も参考になると私達は考えます。祝島は原子力をエネルギー源として使う事に「否」の結論を出し、現在原子力に頼らない生活を目指す「自然エネルギー100％」プロジェクトを実施しています。その祝島の意思表示としてこの原爆稲を使う事が出来るのではないかと考え、今回原爆稲を植えさせていただきました。
以上が、私達がこの活動にこめた思いです。原爆稲そのものについての説明は以下の参考をご覧下さい。
参考～原爆稲とは何か～
稲穂のうち半分しか実がならない稲穂が混ざっているものを原爆稲と言う。原爆稲は稲穂になるまでは普通の稲と違いは見られない。しかし稲穂になると原爆稲の実が入っていない箇所は青色になり、その様に実が入っていない箇所が半分ほどあるために実が少ない稲穂となり、稲穂がたれることはなく直立してしまう(写真1)。その様に稲穂に半分しか実らない状態が続くのは、原爆の被害を受けたためである。『昭和20年10月に文部省が行った原爆影響調査に随行した九州大学のスタッフが浦上天主堂横の水田で採取
』した。それ以来苗は植え続けられているが、半分しか身がならない「遺伝子変異」は変わらず受け継がれているのである。
原爆稲が通常の稲と異なるのは稲穂の半分にしか実がならないという「遺伝子的変異」と、育てる環境の違いのみである。原爆稲が九州の稲であるため、普通の稲よりも遅く稲穂が出るなどの違いが出る。そうした違いのみがみられるだけであることから、原爆稲を普通の稲と同じ所に植えても問題はない。農家の方の話によると、稲は「自家受粉」のために他の稲と交配をさせる方が困難であるようである
。そのため、風評被害などはないと考えられる。万が一に原爆稲と普通の稲とが交配してしまった場合があったとしても、そこから急速に交配が広まるというわけではないようである。また、原爆稲を食べた場合についても普通の稲と同様、問題はない。原爆稲は雑米(せんべいなどの加工品)として農協へ流通しており、皆知らず知らずのうちに口にしていることもあることから、食べても人に害を与えるものではないと考えられる。

また、育て方についてであるが、通常の稲と育て方は変わらない。しかし、原爆稲は九州の稲であることから、仙台より北では育たないかもしれないと思われる。関東甲信越でも長野など寒い地域では育成が困難な可能性もある。また、高地など気温が下がるところでも困難だと考えられる。以上のように、コシヒカリの品種が育たないところ（ササニシキ・ひとめぼれなどを育てているところ）では困難が予想される。

また、原爆稲は通常の稲と変わらない稲穂のものと、半分しか実がならない稲穂の2種類が混在する。その原爆稲の特徴である「遺伝子変異」を継承していくには、半分しか実がならない稲穂から種を取り、その種を育てていく。
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【写真1】

�原発と原爆を同じものとして考えるなという意見もあるかと思います。しかし、使い方は違うとはいえども同じ原子力を使っており、一歩間違えれば原発は原爆の脅威を持ちかねないものです。私達は同じ原子力から派生するものとして2つを同じものとして扱います。


� � HYPERLINK "http://www.bekkoame.ne.jp/~kogatac/new_page_23.htm" ��http://www.bekkoame.ne.jp/~kogatac/new_page_23.htm�より抜粋


� 交配の手法…オスを熱湯(60度程度)で5分ほどつけて精子を殺し、めしべは半分切って花が咲かないようにする








